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かったが、そこは愉快な会員の集い、 「鮮乃庄」での最終ホールを含めて全 19 番ホールを
心ゆくまで楽しんだ。

太極拳部会

4 月 16 日（土）昨年と同じく、稲荷
山公園広場で満開の桜樹を蜆賞し、芝
生一面に桜花が降りしきる中、爽やか
に太極拳を楽しんだ。午餐後、童心に
戻って自作の紙飛行機で飛距離を競い
合い、急転墜落などあって爆笑の渦が

湧いた。 （参加者 20 名）
（部会長船尾和三記）

俳句部会

創部 1 1 年目を迎えた当会は、本年より年 1 0 回の句会を持つこととなった（従来は

年 6"'-'8 回）。今年、既に 4 回の句会を開催し、先の 4 回目（通算 64 回）は早稲田大

学界隈吟行と趣向した。以下は前4 回の高得点句 (3 点句以上）。

1 月 29 日（士）第 1 回以降例会 中央公民館第 5 集会学習室
兼題 「家禽」と当季自由句席題 「水仙」．

図書館にまどろむ人や日脚伸ぶ 三田三（畔巣）

水仙や伊豆七島の見えかくれ 太田蔵之助（千雪）
小刻みに鳩の小頚や春隣 桜庭明

つかの間の童ごころや雪まろげ 杉本達夫
おづおづと狭庭に漁る寒雀 比護喜一郎

2 月 20 日 (f3) 第 62 回例会 中央公民館第 3 集会学習室

兼題 「土筆」と当季自由句 席題 「恋猫（猫の恋）」

消え残る夜学のあかり猫の恋 杉本達夫
食べてけと海女がすすめる若布汁 太田 蔵之助（千雪）

土筆摘む母を離れて赤い靴 、、

屈みこみ摘まずに愛でし土筆かな 三田三（畔巣）

3 月 20 日（日）第 63 回例会 、

兼題 「山笑ふ」と当季自由句 席題 「水温む」

掌に乗せて切る絹豆腐水温む 神田尚計
罪の淡き iこじみや春蘭ける ” 
泥んこの吾子の手足や水温む 川島知子
バス停へ急ぎゆく人春の服 坂本信太郎

濡縁に仔猫の欠伸山笑ふ 比護喜一郎
浜で買う若布たっぷり手秤りに 太田蔵之助（千雪）

馬遊ぶ牧場を抱いて山笑ふ 神田尚計
響きたる青梅太鼓や山笑ふ 松田博雄

4 月 30 日（土）第 64 回句会 早稲田界隈吟行一大隈会館「楠亭」
樫若葉したたるばかり水稲荷 三田三（畔巣）

裏通り古書店の香や四月尽 神田尚計
しベ

水稲荷桜蕊寄せ手水汲む 安宅武ー

春愁や街hの帽子屋古本屋 比護喜一郎
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趨味悠避ー会員作品紹介

獅子盆水一酒注白磁
（高さ 13cm、容量 2 合）

三田三

束稲広報室

0平成 1 7 年度新人・再入会員
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大久保泰司

（平成 1 7 年 4 月 3 0 日現在・敬称略• 五十音順）

氏 名 住 唐 電話 卒年・学部

浅野 雅司 野火止 2-23-4 75-2190 S29・理工

小牧宏至 南沢 3-12-12 75-8780 H 8ｷ 政経

柴田 義雄 氷川台 2-'-20-13 71-0395 S30・理エ

田口日出夫 学園町 1-1-9-302 72-0723 S33 ・教育

千葉 弘（再） 所沢市星の宮2-3-15 042-923-8079 S38・理エ

仲 美智子 滝山 7-12-15 58-1225 H14・人科

中道 幸雄 所沢市下富髪在五y2 042-942-8933 S29・商

西田 浩一 学園町1-5-2 58-2468 S38 ・理エ

宮坂 要助 滝山 1-6-14 73-5953 S17ｷ 旧商

宮本啓子 混 町2-6-16 2 5 ー 3 3 s 4 __ _ HJ_2・文
{~&)汀

* l 7 年度当会会費未納の方々は、 5 月 3 1 H までにお振込み下さるようお願い致しま

す。

0早稲田大学校友会では、会費納入促進キャンペーンを行っています。各位のご協力をお
願いいたします。

［編集後記］〇当稲門会も悠々一昔を過ぎた。集まり散じて人が変わるのは止むを得ないとしても、ふ
っとその変容に——•抹の寂しさを覚えることがある。 0平成の大合併で慣れ親しんだ故郷の名前が消えた。

ことの善悪は兎も角、幼少時代を過ごした故郷が損なわれ、一段と遠のいた感じを覚えるのはお歳のせい

であろうか。〇早稲田に対する、故郷に対する思いは多様だが、正しくきちんと歴史に学び、先祖・先達

の知恵や体験を評価し受け継いでいって欲しいとは思う。 0風香る 5 月、故郷の野山は鮮やかな新緑で、

変わらず美しく彩られているに違いない。
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